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の招待は初めてだったので，感慨深いもの
がある．九大異動後得られた新しいデータ
を引っさげ，さらにエキサイティングなトーク
ができるよう気合い入れて臨まなければなら
ない．

最後に
　以上，色々思い出しながら筆を滑らして
いるうちに，ついつい熱くなり，感情的かつ
不適切な表現が多 あ々ったのではないかと
思う．そのあたり気に触った方がおられたら，
お許し願いたい．当然ながら以上の研究
は，自分一人の力でなし得たものではない．
何と言っても伊藤維昭先生の絶え間ないご
助言とサポートなしでは，とても達成出来な

かったことは言うまでもない．尊敬と感謝の
気持ちで一杯である．また，膜蛋白の結晶
化のノウハウさらにはその精神論を私に伝
授して下さった阪大産研の村上　聡先生
にも深く感謝しなければならない．早朝４時
５時まで結晶を何十個も拾い，その日の朝
７時くらいに命がけで車でSPring8に向か
った日々 が懐かしい．そして何度も落ち込ん
でSPring8から京都に戻ったものである（一
晩寝たら元気を取り戻しましたが）．阪大蛋
白研の鈴木守先生および中川敦史先生に
もSPring8 BL44XUでのデータ収集および
解析面で，多くのご指導いただきました．
　今後は，大腸菌におけるジスルフィド結
合形成システムの研究から視野を広げ，真

核細胞におけるジスルフィド結合形成ネット
ワーク及びその細胞品質管理との関わりに
ついて分子レベルで深く研究していきたい
と考えている．もちろん，構造解析に今後も
挑戦し続けるが，その一方で構造が全てで
はないという気持ちも強い．今後も貪欲に新
たに知識を吸収し，蛋白質科学と細胞生
物学の接点を開拓出来ればこの上ない幸
せである．あまり世の流行に流され過ぎず，あ
くまで自分のoriginalityを追求できるよう頑
張りたい．今後とも皆様の御指導をお願い
する次第である．
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昨年夏に本特定領域の採択が決まった後の広報担当として
最初の仕事は，ロゴとウェブサイトを立ち上げることであ

った．業者を選定して，「タンパク質の社会」のコンセプトを伝
えていくつかの案を出してもらったあと，自分の独断で決定した
（コアメンバーに相談はしたが，好みが分裂したため・・・）．

ロ　ゴ
　CommunityおよびChaperoneの頭文字の「Ｃ」をかたどっ
たデザインで丸が並んでいることでコミュニティのイメージを表
現している．また，カラフルな丸
から，多種多様な人の集まりで
あること，多種多様なタンパク質
のイメージにもつながっている．

ウェブ表紙デザイン
　本ニュースレターの表
紙として流用しているイ
ラストである．「あるタンパ
ク質の一生を周りのコミ
ュニティー（社会）を理解することで研究していく」というコンセ
プトを表現してもらった．タンパク質の社会を人の社会に置き換
え，ある人の「一生」に関わるさまざまなイベントが弧を描いて取
り巻くことで「社会」をイメージしている．
　イラストが少し子供っぽい感じでもあるし，総括班の一人から
「市役所とかのサイトにありそうだねぇ・・・」というコメントをい
ただいたが，明るく楽しいイメージではあると思う．今後，さまざ
まな情報を載せていきたいと思っています．みなさんのご協力
よろしくお願いします． （田口　英樹）

URL: http://protein.k.u-tokyo.ac.jp
（もしくはグーグル，ヤフー検索で「タンパク質の社会」）

本領域のロゴ，ウェブサイト紹介
Voice of the Community

mailto:inaba-k@bioreg.kyushu-u.ac.jp
http://protein.k.u-tokyo.ac.jp

